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（
２
面
に
続
く
）

◆
合
同
訓
練

　
　

矢
巾
小
学
校
（
岩
手
県
紫
波
郡
）

　

地
元
か
ら
「
矢
巾
町
少
年
消

　

第
１
走
者

　

ス
タ
ー
ト
後
、　

�
ホ
ー
ス

４０

を
搬
送
し
て
、白
線
ま
で
移
動
。

ホ
ー
ス
を
伸
ば
し
て
ボ
ウ
リ
ン

グ
の
ピ
ン
を
倒
し
ま
す
。
倒
れ

た
本
数
が
点
数
に
も
結
び
つ

催
し
、

ク
ラ
ブ

員
も
熱

心
に
聞

き
入
っ

て
い
ま

し
た
。

◆
夕
食
会
／
お
話
会

　
　

あ
え
り
あ
遠
野

　
　

時
半
、
宿
泊
地
・
岩
手
県

１７
遠
野
市
の
「
あ
え
り
あ
遠
野
」

に
到
着
。　

時
か
ら
ク
ラ
ブ
間

１９

の
交
流
を
兼
ね
た
夕
食
会
を
行

い
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
の
自
己

紹
介
や
美
味
し
い
食
事
に
笑
顔

も
満
開
。
和
や
か
な
雰
囲
気
で

時
間
も
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

夕
食
会
の
後
半
に
は
地
元
の
語

り
部
に
よ
る
「
お
話
会
」
を
開

う
な
ど
和
や
か
な
ム
ー
ド
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
被
災
地
視
察
―
陸
前
高
田
市

　

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
陸
前
高
田
市
へ
の

被
災
地
見
学
。
現
地
で
献
花
と

と
も
に
１
分
間
の
黙
祷
。
鎮
魂

の
祈
り
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
現

地
は
建
物
が
す
べ
て
消
え
、
一

面
に
草
が
伸
び
た
更
地
の
状

態
。
変
わ
り
果
て
た
姿
で
残
る

市
民
体
育
館
壁
面
の
高
さ
４
ｍ

の
位
置
に
津
波
の
跡
が
残
り
、

ク
ラ
ブ
員
た
ち
は
災
害
の
大
き

さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

◆
出　
　

発
―
盛
岡
駅

　

少
し
雲
は
あ
る
も
の
の
晴
天

に
恵
ま
れ
、
ク
ラ
ブ
員
た
ち
は

３
台
の
バ
ス
に
乗
り
込
ん
で
元

気
に
盛
岡
駅
を
出
発
。
列
を
守

っ
て
整
然
と
乗
り
込
む
姿
は
、

日
頃
の
訓
練
の
た
ま
も
の
。
緑

鮮
や
か
な
景
色
に
囲
ま
れ
な
が

ら
、
バ
ス
は
一
路
、
陸
前
高
田

市
へ
。
途
中
「
道
の
駅
」
で
の

休
憩
時
に
は
、
記
念
撮
影
を
行

あ
と
、
コ
ー
ス
上
の
設
置
さ
れ

た
２
つ
の
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア

し
走
破
し
ま
す
。

　

水
消
火
器
を
ど
れ
だ
け
迅
速

に
扱
え
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。

き
、
い
か
に
正
確
に

ホ
ー
ス
を
伸
ば
せ
る

か
も
好
成
績
へ
の
カ

ギ
と
な
り
ま
す
。

　

第
２
―
第
３
走
者

　

水
消
火
器
を
搬
送

し
白
線
の
中
に
置

き
、
水
消
火
器
を
噴

射
し
て
的
を
倒
し
た

ト
。
迅
速

な
動
き
で

最
初
の
持

ち
場
に
つ

き
ま
す
。

　

１
番
員

　

ス
タ
ー
ト
の
合
図
と
と
も

に
、１
番
員
を
含
む
各
番
員
・
指

揮
者
が
い
っ
せ
い
に
ス
タ
ー

を
越
え
た
位
置
で
３
番
員
を
待

っ
て
ホ
ー
ス
を
結
合
し
ま
す
。

　

３
番
員

　

ホ
ー
ス
を
結
合
し
た
後
、
３

番
員
は
平
均
台
を
渡
り
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
タ
イ
ム
を

ロ
ス
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注

意
。

者

に

渡

し
、
分
岐

金
具
を
保

持

し

ま

す
。
第
５

走
者
は　
４０

�
ホ

ー

ス
と
筒
先

を
結
合
、

ホ
ー
ス
を
延
長
し
て
ゴ
ー
ル
。

結
合
の
ス
ピ
ー
ド
と
正
確
さ
が

タ
イ
ム
を
左
右
し
ま
す
。

　

第
４
―
第
５
走
者

　

分
岐
金
具
を
搬
送
し　

�
ホ

４０

ー
ス
と
結
合
、
筒
先
を
第
５
走

リ
ン
ピ
ッ
ク
」（
平
成　

年
に
は

２１

日
本
も
特
別
参
加
）
に
お
け
る

交
流
競
技
種
目
を
参
考
と
し

て
、
２
競
技
（
ク
ラ
ブ
対
抗
リ

レ
ー
・
ク
ラ
ブ
対
抗
障
害
物
競

争
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

参加クラブを代表して、岩手県小屋瀬少年消防ク
ラブ・遠藤大樹さんの選手宣誓。

防
ク
ラ
ブ
」
も
加
わ
っ
て
、
参

加
ク
ラ
ブ
対
抗
の
競
技
に
よ
る

合
同
訓
練
を
実
施
。
対
抗
競
技

の
種
目
は
、
欧
州
の
消
防
連
合

組
織
（
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｆ：

Ｅ
Ｕ
を
中

心
に
約　

カ
国
で
結
成
）
が
、

４０

２
年
に
１
度
開
催
し
て
い
る

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
青
少
年
消
防
オ

秋本委員長の挨拶。「こ
の交流会は、日本で初
めて。一生の思い出にし
てください」。

消防庁の山口防災課長
の挨拶。「いずれも力を
合わせて精一杯頑張っ
てください」。

　

総
務
省
消
防
庁
で
は
、
今
回
が
第
１
回
目
と
な
る
「
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
交
流
会
」
を
８
月
７

日
�
〜
９
日
�
の
３
日
間
、
岩
手
県
内
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
活
性
化

推
進
会
議
〈
委
員
長：

秋
本
敏
文
（
日
本
防
火
協
会
会
長
・
日
本
消
防
協
会
会
長
）
〉
は
、
�

日
本
防
火
協
会
、
�
日
本
消
防
協
会
の
他
、
岩
手
県
、
�
岩
手
県
消
防
協
会
、
盛
岡
市
、
陸
前

高
田
市
、
遠
野
市
、
宮
古
市
、
矢
巾
町
と
と
も
に
開
催
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
将
来
の
地
域
防
災
の
担
い
手
（
消
防
団
員
な
ど
）
の
育
成
を
図
る
た
め
、

東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
消
防
団
等
か
ら
震
災
の
教
訓
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
消
防
の
実
践
的
な

活
動
を
取
り
入
れ
た
訓
練
等
を
通
じ
て
他
地
域
の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
と
交
流
を
深
め
る
目
的

で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

参
加
ク
ラ
ブ
は
、
全
国　

の
モ
デ
ル
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
内
、
北
海
道
、
東
北
、
関
東
地
方

８８

の　

ク
ラ
ブ
や
地
元
の
４
ク
ラ
ブ
で
、
指
導
者
を
含
ん
で
総
勢　

ク
ラ
ブ
１
３
５
名
が
参
加
し

１８

２２

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
特
集
号
と
次
号
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

１
日
目
の
活
動（
８
月
７
日
Ω火
 

）

クラブごとにテーブルを
囲んで和気あいあい。

献花台のある市民体育館前。高さ４ｍ
地点まで津波が押し寄せたという。

３台のバスに順序通りに整列して
乗車するクラブ員たち

２
日
目
の
活
動（
８
月
８
日
Ω水
 

）

　

２
番
員

も　

�
ホ

４０
ー
ス
を
抱

え
て
ス
タ

ー
ト
。
柵

　

２
番
員
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１
面
か
ら
続
き
）

　

４
番
員

　

最
後
の
結
索
を
行
い
、
４
番

員
の
ほ
か
、
終
了
報
告
位
置
に

全
員
が
整
列
。
指
揮
者
が
右
手

を
上
げ
て
完
了
。

や
、
悔
し
そ
う
に
メ
ン
バ
ー
と

話
し
合
う
少
年
団
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
表
情
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
つ
の
競
技
で
争
わ
れ
た
合

同
訓
練
が
終
わ
り
、
表
彰
式

に
。
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
本

番
で
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
か

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
清
々
し
い

笑
顔
を
浮
か
べ
る
ク
ラ
ブ
員

みんなで力を合わせて頑張ることに主眼を置いて、訓練も積
み重ねました。連係プレーを大事に、みんなができるようにな
ることが大事だと思っていました。今回の合同訓練に向けて
は、２度ほど全体練習を行いましたがクラブ員から「もっと練
習がしたい」という声が出て、さらにもう一度練習を実施しまし
た。そうした個々の意欲が優勝に結びついたのだと思います。
勝ちたいという気持ちをみんな持っていましたね。

� 　三郷市少年消防クラブ優勝

見事に上位入賞を果た
して記念品を受け取る

◆
入
所
式

区
界
高
原
少
年
自
然
の
家

◆
防
災
セ
ン
タ
ー
視
察

岩
手
県
立
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー

　

合
同
訓
練
の
後
、
矢
巾
東
小

学
校
の
隣
り
に
あ
る
「
岩
手
県

立
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
」
を
見

学
に
訪
れ
ま
し
た
。
震
度
７
の

地
震
の
揺
れ
を
体
験
で
き
る
コ

ー
ナ
ー
や
、
火
災
で
見
舞
わ
れ

る
暗
闇
・
煙
体
験
、
救
命
救
急

の
実
演
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
防
災

に
ま
つ
わ
る
あ
ら
ゆ
る
要
素
が

学
べ
る
施
設
。
震
災
を
契
機
に

防
災
へ
の
意
識
が
い
っ
そ
う
高

ま
る
い
ま
、
日
常
で
の
意
識
啓

蒙
も
含
め
て
、
大
き
な
役
割
を

担
う
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

訪
れ
た
ク
ラ
ブ
員
た
ち
も
熱
心

に
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

時
半
に
区
界
高
原
少
年
自

１５
然
の
家
（
盛
岡
市
）
に
到
着
。

な
ん
と
か
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

野
外
テ
ン
ト
泊
に
も
ま
ず
は
問

題
な
い
空
模
様
。
到
着
後
、
第

２
営
火
場
に
集
ま
り
入
所
式
を

行
い
ま
し
た
。
周
囲
を
山
に
囲

ま
れ
、電
気
も
ま
ま
な
ら
な
い
、

都
会
と
は
別
世
界
の
場
所
。
東

京
か
ら
参
加
し
た
消
防
団
も
多

い
だ
け
に
、
貴
重
な
体
験
の
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

◆
炊
き
出
し
訓
練

区
界
高
原
少
年
自
然
の
家

　
「
炊
き
出
し
訓
練
」で
挑
む
夕

食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
。
各
ク
ラ
ブ
そ
れ
ぞ
れ
の
釜

で
、
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
飯

ご
う
炊
飯
と
カ
レ
ー
の
調
理
に

挑
戦
し
て
い
き
ま
し
た
。
な
か

な
か
火
を
お
こ
せ
ず
に
悪
戦
苦

闘
す
る
姿
や
、
カ
レ
ー
ル
ー
の

水
分
の
分
量
を
間
違
え
て
た
ス

ー
プ
カ
レ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ

◆
夕　
　

食

区
界
高
原
少
年
自
然
の
家

◆
ラ
ジ
オ
体
操

区
界
高
原
少
年
自
然
の
家　

第
２
営
火
場

　

い
よ
い
よ
最
終
３
日
目
の

朝
。
こ
の
日
は
朝
か
ら
青
空
が

広
が
り
、
無
事
に
最
終
日
を
迎

え
ま
し
た
。

　

前
日
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
の
余
韻
が
残
る
第
２
営
火
場

に
集
ま
り
、
７
時　

分
か
ら
の

１５

ラ
ジ
オ
体
操
で
３
日
目
の
ス
タ

ー
ト
。
元
気
に
体
を
動
か
し
な

が
ら
、
ク
ラ
ブ
員
一
同
ハ
ツ
ラ

た
り
と
、
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
出

来
も
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
よ
う
。

け
れ
ど
も
み
ん
な
、
力
を
合
わ

せ
て
懸
命
に
頑
張
り
ま
し
た
。

◆
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

区
界
高
原
少
年
自
然
の
家　

第
２
営
火
場

　

野
外
炊
事
で
の
夕
食
後
、
第

２
営
火
場
に
移
動
し
て
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
ん
で
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

前
日
の
夕
食
会
に
続
く
各
消
防

団
の
自
己
紹
介
を
は
じ
め
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
実
施
。「
リ
ー

チ
！
」
の
掛
け
声
と
「
ビ
ン

ゴ
！
」
の
歓
声
が
交
差
す
る
に

ぎ
や
か
な
ひ
と
と
き
を
満
喫
。

燃
え
盛
る
火
が
夜
空
を
煌
々
と

照
ら
す
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
な

か
、
各
消
防
団
と
も
に
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ツ
と
し
た
姿
で
１
日
が
始
ま
り

ま
し
た
。

◆
朝　
　

食

区
界
高
原
少
年
自
然
の
家

　

８
時
か
ら
食
堂
に
て
朝
食
。

ご
飯
に
納
豆
、
焼
き
魚
と
玉

子
、
そ
し
て
味
噌
汁
と
い
う
和

食
の
朝
食
。
み
ん
な
で
そ
ろ
っ

て
食
べ
る
最
後
の
食
事
。
に
ぎ

や
か
に
朝
食
の
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
日

野
消
防
少
年
団
の
「
ご
ち
そ
う

さ
ま
で
し
た
」
の
挨
拶
で
、
３

日
間
の
食
事
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

◆
野
外
探
索
〈
水
晶
拾
い
〉

区
界
高
原
少
年
自
然
の
家　

水
晶
の
森

　

区
界
高
原
少
年
自
然
の
家
」

か
ら
少
し
山
に
入
る
と
「
水
晶

の
森
」
と
呼
ば
れ
る
ス
ポ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。野
外
探
索
で
は
、

こ
の
「
水
晶
の
森
」
で
探
索
活

動
を
実
施
。
こ
の
地
に
は
む
か

し
金
山
が
あ
り
、
石
の
中
に
水

晶
を
含
む
も
の
が
多
く
見
つ
か

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
指
導

員
に
教
わ
り
な
が
ら
、
ク
ラ
ブ

員
た
ち
は
目
を
凝
ら
し
な
が
ら

「
水
晶
」
探
し
に
夢
中
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

◆
退
所
式
・
解
散
式

区
界
高
原
少
年
自
然
の
家　

第
２
営
火
場

　
　

時　

分
、
区
界
高
原
少
年

１０

３０

自
然
の
家
・
第
２
営
火
場
に
ク

ラ
ブ
員
一
同
が
集
ま
り
、
退
所

式
と
解
散
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
仲
間
た
ち
と
同
じ
釜
の
ご

飯
を
食
べ
、
同
じ
屋
根
の
下
で

過
ご
し
た
３
日
間
。
ク
ラ
ブ
員

に
と
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な

想
い
を
胸
に
抱
い
た
２
泊
３
日

と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

初
め
て
の
試
み
と
な
っ
た
今

回
の
「
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
交
流

会
」
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出
と

貴
重
な
お
土
産
を
手
に
、
こ
れ

か
ら
も
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
で
の

日
々
の
活
動
に
力
を
発
揮
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

各
ク
ラ
ブ
を
代
表
し
て
三
郷
市
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
・
今
野
龍
一
君
が
お
礼
の
言
葉
。「
あ
っ

と
い
う
間
の
３
日
間
で
し
た
。
多
く
の
仲
間

と
知
り
合
い
、
地
域
の
防
災
を
考
え
る
貴
重

な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と

を
活
か
し
て
、大
人
に
な
っ
て
も
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
」。

ときには驚くほどの大きな水晶が見
つかることもあるそうです。

テーブルごとに仲良く、それ
ぞれご飯や味噌汁を取り分
けました。

表

彰

式

さぁ、がっつり食べるぞ� みん
なそろって、「いただきまーす�」

隣りの釜の様子も少し気になりながら、
カレーの出来上がりに向けて前進�

みんなそろってのラジオ体操で
１日のスタート

岩手県消防学校の隣りにある岩手
県総合防災センター。防災教育訓練
や研修など幅広く利用されています。

３
日
目
の
活
動（
８
月
９
日
Ω木
 

）

� 　東月寒少年消防クラブ５位 � 　日野少年消防団４位 � 　矢巾東小学校消防クラブ２位西町少年消防クラブ
富丘少年消防クラブ合同チーム３位

入
賞
ク
ラ
ブ
の
紹
介

指導者・荻浦正樹さんのコメント
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※
１
日
目
と
２
日
目
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
挨
拶
よ
り
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面
に
続
く
）

東月寒少年消防クラブ
 北海道札幌市

日頃から消防訓練やボランティア活動を盛んに行
っています。東日本大震災の際には、「温かいカ
レーライスを被災地へ」というプロジェクトでボ
ランティアを募り、食材を現地に運んで手作りの
カレーライスをふるまいました。

西町少年消防クラブ
 北海道札幌市

札幌市内の西区にある少年消防クラブで、みんな
で楽しく活動しています。１泊２日の研修も実施
するなど、小学１年生から消防活動に楽しくふれ
あうことを心掛けています。もちろん勉強のほう
も熱心にしていますよ�

富丘少年消防クラブ
 北海道札幌市

地域の防災活動や啓発活動、ボランティアに熱心
に取り組んでいます。数年前から準指導員のいっ
そうのレベルアップを果たすために、研修も活発
です。地元の児童を対象に心肺蘇生法を教える活
動なども行っています。

小屋瀬少年消防クラブ
 岩手県[巻町

消防演習の参加や訓練を日頃から積極的に実施し
ています。取り組みの成果を、地元の小学校の運
動会などで披露しています。今回の交流会では、
全国の仲間たちとの交流が深まって意義あるもの
になりました。

能代市少年消防団
 秋田県能代市

平成２２年８月に発足しましたが、前年と平成１９年
に能代市が水害に見舞われたことで、若い人材の
育成が急務と考えて結成されました。日頃から救
急救命について特に力を入れて学んでいます。

日本橋消防少年団
 東京都中央区

毎月２回の活動では、基本訓練や防災施設の見学、
野外活動、地域行事への参加などを行っています。
地元の「日本橋の橋洗い」にも積極的にお手伝い
しています。団で作った地域の防災マップは「消
防庁長官賞」を受賞しました�

芝消防少年団
 東京都港区

昭和５４年に発足した３４年目を迎える消防団です。
「７つの誓い」を合言葉に日頃から地域での防災
活動に取り組んでいます。また老人ホームへの訪
問などの社会活動も積極的に行い、助け合いの精
神を大事にしています。

日本堤消防少年団
 東京都台東区

８０人を超える団員がおり、東京都内で２番目に大
きな消防団です。イベントは盛りだくさんで、友
達が友達を誘ったり、兄弟が団員に加わったりと
輪が広がっていきました。みんなで和気あいあい、
楽しく厳しく活動しています�

上野消防少年団
 東京都台東区

ダジャレ好きの団長とメンバーたちのユニークな
消防団だと自負しています。通称、「パンダ少年
団」�　上野動物園のパンダに負けないような、
皆さんから愛される消防団になっていけるよう団
員みんなで頑張ります�

大森消防少年団
 東京都大田区

消防の仕事や火災予防について学んだり、各種イ
ベントなどで活動中。キャンプやハイキングなど
の楽しい野外活動も行っています。社会の基本的
なルールをきちんと守り、思いやりの心をもった
大人に育つよう取り組んでいます。

矢口消防少年団
 東京都大田区

毎年小学校３年生から中学校３年生までの仲間た
ちが、毎年キャンプや火災予防パレードなどいろ
いろな活動をしています。防災について、楽しく
学びながら社会性を身につけるための活動を行っ
ています。

成城消防少年団
 東京都世田谷区

防災訓練やボランティア活動など、年間に１５～１６
回の活動を熱心に行っています。団員はとても一
生懸命に活動していますので、ぜひ日頃の訓練の
成果を発表できる機会で、身に付けた力をどんど
ん披露していきたいと思います。
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江戸川消防少年団
 東京都江戸川区

水難救助訓練や放水訓練など、日頃から熱心に鍛
錬を積んでいます。地元の祭りでは「防災みこ
し」をかつぐなど、地域の行事にも積極的に参加
しています。これからもチームワーク良く頑張り
ます。

昭島消防少年団
 東京都昭島市

東京都のほぼ中央にある昭島市の消防少年団で
す。住宅地で人口も増加中の昭島市で、平成１０年
に結成しました。小型ポンプの取り扱いやＡＥＤ
の使い方など、小学１年生から中学３年生までの
団員が日頃から一生懸命学んでいます。

日野消防少年団
 東京都日野市

防火防災の知識・技術を学び、規律ある団体行
動の中で、助け合いと感謝の気持ちを育むことを
目指して活動しています。夜間パトロールや特別
老人ホームの訪問、地元の川をきれいにする活動
などを行っています。

秋川消防少年団
 東京都あきる野市

東京の最西端にある消防少年団です。冬には夜警
を行うなど、地域の防災活動に熱心に取り組んで
います。みんな元気な団員たちです。秋川渓谷は
とても良いところなので、ぜひ一度いらしてくだ
さい�

三郷市少年消防クラブ
 埼玉県三郷市

平成２３年４月に設立したまだまだ駆け出しの少年
消防クラブです。今回の交流会では合同訓練で優
勝することもでき、思い出に残る３日間になりま
した。これを励みにこれからも活動に力を入れて
いきます。

豊島消防少年団
 東京都豊島区

東京で初めて「セーフコミュニティ」の国際認証
都市となった豊島区。安全・安心の街づくりを担う
存在として、規律や訓練を重視しながら、これか
らも積極的な活動をしていきたいと思います。

次
号
で
各
ク
ラ
ブ
員
に
交
流
会
に
参
加
し
た
感
想
を
聞
き

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
予
告
）
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